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第２回市島地域市立小学校統合検討委員会 会議録 

 

◇開 会  令和２年 ９月 ３日（木） 午後 ７時３０分 

◇閉 会  令和２年 ９月 ３日（木） 午後 ９時３０分 

◇会 場  ライフピアいちじま研修室 

 ・委員長  川上 泰彦  ・副委員長 坂根 眞一 

 ・委員   青木  修  坂谷 高義  木寺  章  渕上 利美 

       吉見 祐也  藤原 一平  井上航太郎  北村 由香 

       田中 亮太  長井 勇人  岡  大豪  志堅原 愛 

       由良 英樹  吉井 公乃  井上 美菜  荻野 幸広 

       蘆田  勤  吉見 典彦  足立 圭造  八尾 滋樹 

       村岡 正典  荻野 尚子  余田 淳子 

 〔事務局〕 

 ・教育部長          藤原 泰志 

 ・教育部次長兼学校教育課長  足立 和宏 

 ・学校教育課副課長      谷川 知美 

 ・学校教育課指導主事     榊  国光 

 ・学事課長          井尻 宏幸 

 ・教育総務課長        足立  勲 

 ・教育総務課学校統合準備係長 船越 正一 

 ・教育総務課指導主事     小田 敏治 

 ・教育総務課主事       畑中 直之 

 

 

次第           １ 開会 

 

（足立教育総務課長）    ただいまから第２回丹波市市島地域市立小学校統合検討委員会を開会い

たします。 

私は、本日の進行を務めます丹波市教育委員会教育総務課長の足立勲と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

会議を始める前に、委員の皆様に配付資料の確認と注意事項がございま

す。 

本日の配付資料につきましては、事前に郵送させていただいております

次第とグループ分けの名簿です。お忘れの方はございませんでしょうか。 

次に、この委員会についての注意事項です。この委員会は、公開して開

催するため、傍聴席を設けております。委員会の会議録を作成いたします

ので、録音をさせていただきます。会議録作成の関係から、発言の際は、

マイクを持ってまいりますので、名前を発せられてから御発言いただきま

すようお願いいたします。ただし、本日はグループワークが中心になりま

す。グループワークでの意見交換については、録音を行いません。よろし

くお願いいたします。また、会議録は、教育委員会ホームページに後日掲

載いたします。 

教育委員会、またはこの委員会からの情報発信、記録のために写真撮影

を行います。本日、報道機関の方もお見えですので、写真撮影される場合

がありますので、御了承ください。 

次に、傍聴席の皆様にお願いです。傍聴者の皆様には、傍聴規則に基づ

いて傍聴いただきますようお願いいたします。本日の会議次第と前回の会

議録を傍聴者用として準備いたしておりますので、御覧いただきながら傍

聴いただければと存じます。 
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次第           ２ あいさつ 

 

（足立教育総務課長）    それでは、次第の２番のほうに入らせていただきます。市島地域市立小

学校検討委員会、川上泰彦委員長から御挨拶をいただきます。よろしくお

願いいたします。 

 

（川上委員長）       皆さん、こんばんは。第２回の統合検討委員会となりました。前回もお

話ししたとおりなんですが、市島地域の小学校の形を今後どうしていくか

ということについて検討していく委員会ではあるんですが、どういう形に

するかというのは、あくまで手段です。大事なのは、どういう子供を育て

たいかとか、どういう地域を作りたいかという目的があって、そのための

手段をどう考えるのか、そのための集まりだということですね。 

今日は、その目的の部分をみんなで考えてみましょうということで、グ

ループワークの時間を設定させていただいております。なので、出方を探

るとか、そつのないことを言ってみようとかするのではなくて、いろんな

ことを言うのが大事ですね。どういうことがいいかというと、とにかくい

ろいろ言うことですね。質と量という言い方で言えば、まず多分、最初や

るべきは量だと思います。とにかくいろいろしゃべると。量を出していく

と、その中に、いいものが見つかってくるという、大体、人間、物を書き

出したりとか、物をしゃべったりというときは、そんな感じです。うーん

と考えていいものをこそっと書こうとか、うーんと考えていいものをぽこ

っと言おうと思っていると、量が出てこないので、いい質問が出てきにく

くなったりします。なので、出てくるものの質というのは、とりあえずど

こか置いといて、とにかくいろんなことを言ってみる。たくさんいろんな

ことを言ってみるというのを大事に、今日の時間を過ごして進めていただ

けるといいなというようなことを考えています。 

ちょっといつもと違う進め方になりますが、今日はどうぞよろしくお願

いします。 

 

次第           ３ 今後の教育の方向性について 

 

（足立教育総務課長）    ありがとうございました。それでは、次第３番のほうに移ります。今後

の教育の方向性についてということで書かせていただいておりますが、本

日のグループワークをしていただくに当たって、その話題の一つとして挙

げていただければということで、今後の教育の方向性について、教育委員

会次長兼学校教育課長の足立和宏から、１０分程度、説明をさせていただ

きます。 

 

（足立教育部次長兼学校教育課長）  改めまして、皆さん、こんばんは。次長兼学校教育課長の足立でござい

ます。日頃はそれぞれのお立場で丹波市の教育に御尽力いただいておりま

すことを、まず感謝申し上げます。 

今日は、今後の教育の方向性ということで、この後のグループワークに

少しでも参考になればというふうに思います。ただ、限られた時間ですの

で、私からは二つお話をしようと思います。 

一つは、今後、子供たちに育てたい資質・能力。簡単に言えば、子供た

ちにつけたい力は何かということです。もう１点は、小学校のお子さんを

お持ちのお父さん、お母さん、また、おじいちゃん、おばあちゃんなら御

存じだと思うんですが、教科書が新しく変わりました。これは、学習指導

要領というのが変わりまして、教える内容等が変更されたために教科書会

社も新しい教科書を作っております。その中で出てきましたプログラミン

グ教育、それと、授業時間が高学年、５・６年生は増えました外国語教育
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について、少し丹波市の現状をお伝えしようと思います。それでは、この

後は着座にて失礼いたします。 

子供たちが大人になって生きていく未来は、今までと同じ考えや行動の

ままでは活躍できない時代になると言われています。また、答えが一つで

はない時代、答えが予測できない時代になるとも言われています。つまり、

子供たちの未来は、我々の社会の延長線上にはないということです。これ

まで大切にされてきたマニュアルを正確に覚えて、それを高速に再現する

という力は、日頃よく言われておりますＡＩ、ロボットに完全に置き換わ

ってしまいます。 

これからの時代に求められる力は、どんな課題に遭遇しても決して諦め

ることなく多様な人と関わり、コミュニケーションをとりながら、より良

い解決策を見出す力を育むことです。答えのない問題を解決するために学

び続けようとする主体的に生きる力や、また、文化的な背景の異なる人々

と仕事をしたり学んだりするためには必要な、多様な人々と生きる力、協

力して生きる力を身につけてやりたいと思っております。 

そのため、学校では、根拠をもとにして判断し、論理的に背景を分かり

やすく伝える力や、人と人が対面でぶつかって、議論や討論などができる

力、コミュニケーションする力、自ら学んでいける力、友達の考えの違い

を認め、考えの良さを受け入れ、新たな考えを創造しようとする姿勢、こ

のような力を育む教育を展開していくことが必要であると考えています。 

また、学校では、多様な学びの場も必要となっています。小さなグルー

プから大きなグループまで、場面に応じて適切な規模の集団を組むことが

できる多様な学びの場を保障することが重要です。そうすることで、多様

な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、一人

一人の資質や能力を伸ばす教育を展開していきたいと考えています。 

これは、この令和２年度から小学校１年生から６年生の一週間の間に受

ける授業の時間数です。教科によっては、学年が上がるにつれて、回数、

授業時数の減っている教科もあります。また、逆に、授業時数の増えてい

る教科もございます。中には、１・２年生でのみ学習する教科、高学年で

初めて学習する教科等もございます。また、２時間とか整数で表されてい

るところと、1.7 時間とかいうような形で、少数になるところは、月の中

で、１週目は、例えば音楽をするけど、２週目は図工をするというふうに

して、スラッシュとよく学校関係者では言っているんですが、そのように

して時間を捻出して学習を進めています。 

赤字にしております外国語、３・４年生は、外国語活動というんですが、

この時間数につきましては、小学校５・６年生でこれまで１時間でしたが、

令和２年度、今年度から２時間という形になります。大体、年間３５週で

計算をしておりますので、週当たり２時間あるところでしたら、掛ける３

５をしていただいたら、年間で７０時間、７０回、学習する機会があると

いうふうに考えていただければいいと思います。 

その中で、プログラミング教育についてお話をしたいと思います。これ

は、令和２年度から本格実施となりました。授業時間、授業時数の中には

プログラミングという教科はございません。さまざまな教科の中に位置づ

けて、本年度は、丹波市におきましては、１年生から各学年において、年

間５時間以上取り組むようにしております。写真のようにグループごとに

タブレットを使ったりして、友達と協働しながら、より良いものを作り上

げようとするのも学び方の特徴でございます。 

プログラミング教育のねらいは、プログラミング的思考の育成です。ち

ょっと難しい言葉になるんですが、プログラミング的思考とは、物事を順

序立てて考え、試行錯誤しながら物事を解決していく思考のことです。頭

の中で、起きてから学校へ行くまでの間に、これして、あれしてっていう
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のをきちんと整理していく、順序立てていく、より効率的にしていく、こ

れもプログラミング的思考だというふうに考えていただいていいと思いま

す。 

タブレットとかコンピューターをよく使います。というのが、その中で

自分たちの頭の中を表現する、見えやすくする。あのタブレットには、子

供たちが考えたことが言葉として表れています。それを試行錯誤を繰り返

して、より良いものへと作り上げていきます。ちょっとビデオを見ていた

だこうと思うんですが、昨年度、崇広小学校で行ったプログラミングの授

業なんです。３０秒か４０秒です。内容は、マルとバツで信号のようなも

のを作ろうというのが、この学習のねらいでした。 

 

（ビデオ視聴） 

 

（足立教育部次長兼学校教育課長）  ちょっと音声が聞き取りにくいんですが、四角のようなものを、マルと

いうふうに考えてください。そして、次、バツを入れるんですが、信号っ

て、すぐに変わりませんよね。しばらく空いてから変わりますよね。それ

をどのようにしてプログラミングするか、マイクロビットというソフトを

使って、子供たちは、どんなふうにしたら、急に変わらない信号機になる

かということをこのグループはしています。 

ちょっと音が聞き取りにくくてごめんなさい。子供たちは、自分たち、

このグループの２人は、マルからバツに変わる瞬間に空白を幾つか、何秒

間か入れることで、点滅をさせることに気づきました。ということは、青

信号が赤に変わる前、黄色が入るんですが、その変わる前って点滅します

よね。それと同じことを、このプログラムの中で踏むことができる、それ

が空白を数秒間入れるということです。それに気づいて、２人で、「これ

いいやん」というような声を出して、今、この後、自分のグループの発表

を全体でする。また、違うグループは、全く違う方法でこの信号を表そう

というふうにしています。このような授業がプログラミング教育の一つに

なります。 

今見ていただいたように、教師がプログラムを一斉表示、子供たちに教

えるという授業から、子供たちが考えて違いを認めて、考える良さを受け

入れて、新たな考えを作り出す、創造する授業へとプログラミング教育が

向かい、こうした教育がほかの教科でも同じようにしていくというのが、

今後、子供たちにつけたい資質・能力になってきます。 

また、プログラミング教育だけではないんですが、ＩＣＴ教育の推進と

いうことで、１人１台の端末、これはタブレットとかパソコンのことだと

思ってください、環境を整備するＧＩＧＡスクール構想、お聞きになった

方もあると思います。そのような取組が文科省のほうで進んでおります。 

また、学校には電子黒板、無線ＬＡＮなどの配置、教育環境の整備も今

年度進めております。１人１台のタブレットにつきましては、丹波市では

今年度、２月ぐらいに１人１台ずつ整備ができるというような状況になっ

てきております。 

こういう整理をすることで、今後、教師が分かりやすく教える授業から、

児童が自ら学び、他者と協働しながら問題解決をしていく授業、また、子

供たちが試行錯誤を繰り返しながら問題解決に向かう授業が増えてくると

いうふうに考えております。最終的には、子供たちが今、鉛筆とか辞書の

ようにして、使っているＩＣＴが文房具の一つとしてなっていくのが理想

の形というふうに思っております。 

続いて、外国語教育です。５・６年生で週当たり１時間授業時数が増え

ました外国語教育について、２点お話をいたします。 

１点目は、市独自の取組としまして、インターネットの電話サービスを
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活用して、リアルタイムでオーストラリアの小学校と学習した英語を使っ

て交流するネットｄｅイングリッシュを展開しています。昨年度は、全小

学校で実施し、外国の文化に触れながら、自分たちの学びを生かす場を作

ることで、子供たちの学習意欲の喚起につなげています。こうした取組が、

子供たちが将来、文化的な背景が異なる人々と仕事をしたり学んだりした

りするために必要な多様な人々と生きる力、協力して生きる力につながれ

ばと考えております。 

また、これも市独自の取組でございます。昨年度より英語が堪能である

地域の方々にイングリッシュボランティアとして登録いただき、外国語の

授業支援をしていただいております。今年度も１２名の方に登録いただき、

子供たちは、地域の方々が英語を楽しんで話したり、年齢に関係なく学び

続ける姿に接し、学習に積極的に取り組んでいこうとしております。こう

した地域の方々がゲストティーチャーとなり、子供たちの学習の支援や学

校ではできない貴重な体験活動、また、このコロナ禍におきましては、地

域の方々に消毒等のボランティア等もお世話になっております。こうした

地域とのつながりは今後の教育の方向性を考えたときにおいても、各校の

コミュニティ・スクールの中などで大切にしてまいりたいというふうに考

えております。 

以上、簡単な説明になったかもしれませんが、この後のグループ協議の

中で、何か参考になればと思います。どうもありがとうございました。 

 

次第           ４ グループワークの説明 

 

（足立教育総務課長）    それでは続きまして、次第４番のグループワークの説明ということで、

本日のグループワークの進め方等について、川上委員長のほうから御説明

をいただきます。 

 

（川上委員長）       今、市教委のほうからの説明を見ていただいて、今から皆さんがしよう

としていることは、まさに新しい学びの場とすごく接続してるんだという

ことを御理解いただけたでしょうか。誰かが学校施設の在り方の方針を作

って、それをぽんと下ろしていって、みんな理解してねっていうのが、例

えば、昔の学習の在り方だったんですけれど、今、これから皆さんにやっ

てもらうというのは、こうやってグループの中で望ましい在り方について

立場を超えて、いろんな意見を交換して、そこで望ましいとか、みんなで

納得できるより良い解っていうのを見つけていきましょう。これ、まさに

今、子供たちがしようとしていること、将来必要な力だと思ってつけてい

ることを今、大人の皆さんにも先取りしてやっていただくというようなも

のだというふうに理解していただけるといいのかななんていうふうに思い

ます。 

そのためのグループワークということになりまして、次第の５のところ

に、１、２、３、４とお題が並んでおります。自分の学校の魅力、自分の

学校の課題、今後の学校に期待すること、どのような子どもを育てたいの

かについて、１と２をまず取り組んでいただけるといいのかなというふう

に思っています。 

これも先ほどの説明等を聞いていると、ネットワークでつないで英語の

教育をやりますとか、結構、先進的なことをやってるわけですけど、こう

すると、今度は、足元を見て、自分たちの地域にとか、自分たちにどんな

価値があるのかというのを知らないと、会話ができないんですね。いろん

な人とつながるってことは、私にはこういういいところがある、私の地域

の特徴はこういうものだよっていうのを人と伝え合わないといけない。 

今回、ここでしようとしていることも似ていて、ここの在り方を考える
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上で、今、皆さんのお住まいのところですね、お子さんを通わせていらっ

しゃる学校、御自身が通っていらっしゃった学校、地域ですね、どういう

いいところがあって、現状を見ていくと、どの辺にもうちょっと良くした

い点があるかというところを見詰め直す時間というのをまず取っていただ

きたいなというふうに思います。 

どうしましょう、１回、どこかで切りますか。連続でやってしまいます

か。四つお題が並んでるんですけど、恐らく土台になるのは１、２です。

どういう良さがあって、どういう課題があるのかなっていうのを見ていた

だいた上で、良さを伸ばして、課題を克服していくには、どういう学校の

在り方がいいのかな、どういうことを期待したいのかなというのを考えて

いただくのが３になるし、その中で子供にどういう力をつけてもらうとい

いなって考えてもらうのが４になるという感じなので、まず、１、２です

ね。少し時間を取っていただいて、今が８時前ですから、恐らく５０分ぐ

らいですかね、取れるのが。今、お手元に時計がある方、見ておいていた

だけるといいんですけど、８時４５分とか、それぐらいが一つ、目途にな

るかなというふうに思います。 

その後に、各グループでどんな話が出たかというのを発表していただき

まして、この話、先にしておくべきでしたね、すみません。どなたかお話

をまとめて、まとめる役と発表役を別に設定していただいてもいいですし、

発表役がまとめますというふうにしていただいても全然構わないんですが、

これもファシリテーターにお願いする形でよろしいですか。 

５０分あるので、多分、最初の２０分とか２５分ぐらいを目安に１、２

の皆さんのところの学校の魅力とか課題について出し合っていただきたい

なと。後半の２０分、２５分ぐらいを使って、今後、どういうことを期待

したいなということをお話しいただければというふうに思っております。

ということで進めていただければと思ってるんですが、ちょっと補足は必

要ですか。 

では、事務局から、ちょっと補足をお願いします。 

 

（足立教育総務課長）    失礼します。先ほど川上委員長からありましたように、ファシリテータ

ー役として、今回は、それぞれのグループ、各校の校長先生に入っていた

だいておりますので、校長先生にそのファシリテーター役をお世話になり

ます。また、後に発表ということになってきますので、ここについては、

ＰＴＡの方で複数おられると思いますので、最初に選出をいただいておい

たほうがスムーズかなというふうに思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。こちらからは以上です。 

 

（川上委員長）       ありがとうございます。では、そのような形で進めていただければと思

うんですが、ちょっとすみません、これ、事務局に聞いたらいいんですか。

各テーブルって、皆さん、顔見知りですか。大丈夫ですか。 

 

（足立教育総務課長）    同じ校区なので、大丈夫です。 

 

（川上委員長）       大丈夫ですか。もし、なじみじゃないといったらあれですけど、簡単な

自己紹介を最初に数分、一言ずつでも入れていただいてスタートするのも

いいのかなと思いますので、もう完全に顔見知りですっていうグループは

始めていただいて結構ですけど、まあ、ちょっとそこまででもないなと思

ったら、今日に一番誕生日が近い方から順に回ってください。 

 

次第           ５ グループワーク 
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              （１）『自分の学校の魅力』 

              （２）『自分の学校の課題』 

              （３）『今後の学校に期待すること』 

              （４）『どのような子どもを育てたいのか』 

 

（川上委員長）       ということで、自己紹介含めて、グループワークを始めていただければ

と思います。我々もちょっと幾つか回りたいと思います。お願いします。 

 

（各グループ協議） 

 

次第           ６ 発表 

 

（川上委員長）       各グループ、よろしいでしょうか。多分、こういう感じになればなとい

う話が出てきて、まとめに御苦労されているグループも多かったと思うん

ですが、それぞれどんな感じの話がまとまったのかなというのは、すみま

せん、私から見て前のほうからお話しいただければなというふうに思って

おりますので、まずこちらのグループからお願いします。各グループ５分

ぐらいを目安に御発表いただければというふうに思います。よろしくお願

いします。 

 

（Ａグループ：竹田地区）  失礼します。Ａグループです。Ａグループでは、まず、どのような子ど

もを育てたいかというところから考えていきました。その中で、三つ、心

のこと、それから学ぶこと、それから、自立、自分で立つ、自分を律する

というところが出てきました。心の部分では、やっぱり優しさとか感謝と

か、挑戦をできるようになってほしい。学びの部分では、創造したり伝え

たりする力を育てたいというところで、こんな子供を育てたいなというの

をまず出しました。 

そこから、じゃあ、今の自分たちの学校の魅力と課題について考えてい

きました。魅力は、やっぱり校区にある歴史、これまでの歴史という部分

と、あと、環境、地域のサポートであるとか学びというところが、やっぱ

り一番大きいなというところ。それから、課題としては、人数がやっぱり

減ってきていて、グループとか人間関係についてもそれがあるのかなとい

うところが課題として出てきました。 

それらを受けて出た歴史とか環境の良さを継承していこう、それを人数

が減っている中でどうしたらいいかなというところから、今後の学校に対

することということを意見を出し合いました。 

子供たちの多様さ、多様性というところで、特別支援であったり不登校

であったり、そういう部分の多様性に対応していくために、やっぱり学校

とか先生方にも工夫してもらいたいし、人数の課題解決のためには、人数

がある学校とか環境を整えていくというところも大事ですし、また、少人

数であるなら、少人数の中でも自立した学校を目指していくことが大事な

のかなということで議論が終わりました。以上です。 

 

（川上委員長）       では、こちらのグループに御発表いただければと思います。お願いしま

す。 

 

（Ⅽグループ：吉見地区）  まず、自分の学校の魅力としては、伝統的な面では、金管バンドがある、

学校の取組面では、新しい教育がされている、自分の子供に熱心に教育し

てもらったなどがありました。子供たちの自立の面では、優しい子が多い、

思いやりの子が多い、穏やかな子が多い、元気がある、子供たちが素直、

仲が良い、親同士が仲が良いなどの声がありました。地理的な面では、市
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島町の中心にある、歩いて学校に行ける、空が広いなどの声がありました。

保護者、地域の面では、保護者が協力的、地域が協力的などの意見があり

ました。施設面では、校舎内が美しい、体育館がすばらしい、会議室もあ

る、グラウンドで遊べるなどの声がありました。 

反対に、自分の学校の課題としては、職員の数が少ない、また、子供の

自立の面では、積極性に欠ける、挨拶が少ない、子供同士のつき合いが少

ない、ありがとうと素直に言える子が少ないなどの声がありました。また、

地理的な面では、水害の不安、敷地内に入りやすくて、不審者侵入の不安

がある、あと、大きい道路があるので、交通安全の課題があります。また、

保護者、地域などの面では、運動会での地域の寂しさ、子供が卒業すると

見えない、感じることがないなどの意見がありました。 

３番に、今後の学校に期待することでは、まず、教育面では、金管バン

ドを続けていってほしい、実用的な教育をしてほしい、分かりやすい、楽

しい授業をしてほしい、一人一人に合った支援をしてほしい。また、地域

との連携の面では、コミュニティ・スクールをどう考えていくか、地域と

の関わりをどうしていくかなどがあります。 

期待することで、こんな子に育ててほしいという、ちょっと４番と一緒

になるんですけど、紹介させてもらいます。試行錯誤をたくさんできるよ

うに、ふるさとの良さに気づく子供を育てる。幸せな人生を送る子に育っ

てほしい。思ったこと、考えたことをしっかり言えるようになってほしい、

地域を担う子供になってほしい、吉見にいて、世界に羽ばたく子にもなっ

てほしい。積極的に動ける子供になってほしい。問題解決力のある人にな

ってほしい。まだたくさんあるんですけど、良いこと、悪いことが考えら

れる子供になってほしいなどの意見がありました。以上です。ありがとう

ございました。 

 

（川上委員長）       では、真ん中のグループ、御発表お願いします。 

 

（Ｆグループ：美和地区）  美和地区の発表をさせていただきます。（１）の自分の学校の魅力とし

ては、大きく四つに分かれまして、挨拶、つながり、コミュニケーション

ということと、ゆとりある空間、豊かな自然だとか、地域愛ですとか、個

性といったことが出ました。それから、２番の学校の課題としては、これ

もまた大きく四つ出てて、先生の多様性の少なさですとか、狭さ、理解、

少子化というところで、特に保護者の負担があるというような意見が出て

いました。それから、三つ目の今後の学校に期待することと、四つ目のど

のような子供に育てたいかというところの区分けがちょっと難しくて、自

立ですとかという区分けと承認ということで、個性の良さ、多様性、思い

やり、チャレンジ、自己肯定感、体験ですとか、学校では風通しの良い学

校というような意見が出ました。以上です。 

 

（川上委員長）       では、お願いします。 

 

（Ｂグループ：前山地区）  前山地区の発表をさせていただきます。学校の魅力イコール地域の魅力

ということで考えました。内容的には、五台山の上鴨阪の水源が美しい、

また、自然豊か、山、川であるとか、大杉ダムの桜が美しいであるとかと

いうのが出ました。あと、また学校関係では、先生との距離が近い、ほと

んどの親と子供の顔が一致する、あと、地域では、働く姿が見える、三世

代が多い、素直に学ぶ心、農業、あと、企業さんでいうと、技研さんとか

メルコパワーデバイスさんなんかがあって、地域から日本に誇れるような

技術をしている会社があるということを再認識しました。 

課題といたしまして、児童数が少ない、地域のことを知っているようで
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知らない、冒険心はそんなにない。あと、駅が近くない、バス停がないな

ど。あと、これから先、どういう児童数になっていくかということを問題

提起として考えてます。 

３番と４番、重なってしまうんですが、期待することとして、できない

子には分かるようになるまで教えてほしい、また、学ぶ楽しさを教えてほ

しい、勉強したいと思う気持ちを持たせてやりたい、地域の良さをもっと

知ってもらいたい、携帯的なＩＴ機器を一定レベルで使えるようにさせて

やりたい、たくさんのことに挑戦できる環境、多くのことを考える力を身

につける、友達と遊ぶことが楽しい、人と人とのつながりを大切にしてほ

しい、相手の気持ちを理解できる優しい心、田舎で育ったことをコンプレ

ックスに思わない、この辺は、ＩＣＴとかを活用したのにもつながるんで

すけど、都市部と地方の格差ですね、学力、情報力、体力なんかの差をな

くしていくことを期待しております。 

以上で、前山地区の発表を終わります。 

 

（委員長）         ありがとうございます。では、お願いします。 

 

（Ⅾグループ：鴨庄地域）  鴨庄地域です。まず１番の学校の魅力について、友達、保護者、地域と

のつながりがすごく多いということと、人数が少ないという関係で、一人

一人が主役になれる場面が多い、元気な子供という意見が多く出ました。

課題なんですが、１番の魅力で出たみんなが主役になれるというのが逆に

プレッシャーになって、一人一人の負担が大きかったり、責任を感じたり、

逆に目立ってしまったりという部分が課題になっていたり、チームスポー

ツができない、男女の偏りが出る、同じメンバーになったり離されてしま

ったりするというのが課題として出ました。 

３番、４番が一緒になってしまうんですが、学校に期待することとして、

先生との距離が近いので、そこを生かして、個人個人を見れるので、そこ

のいいところを伸ばせるというところと、コミュニケーション力、友達と

の協調性などを学んでほしいなと思います。 

どんな子供を育てたいかという意見では、出たような意見になると思う

んですけど、友達思いとか課題解決を図る意見が言える子という意見が多

かったです。以上になります。 

 

次第           ７ まとめ 

 

（川上委員長）       ありがとうございます。 

各グループから発表いただきました。ありがとうございました。かなり

の部分で出てる言葉ですね。出てくる言葉で重なる意見、それぞれの校区

ごとに意味を持った良さであり課題ですから、それぞれの校区の個性、特

性として捉えていただくのが大事かなというふうに思っています。 

今回、こうやって今後、市島地域でどういう教育をしていこう、してい

くのが望ましかろうかという話を、もうちょっと身近なところからやって

いただいたのが今日の時間かなというふうに思います。大所高所から、子

供たち、こういう方針で進んでますという話ではなくて、皆さんの目線で

見たときに何を感じていて、どういうものが望ましいと思ってるかという

のを出していただいたというのが今回かなと思います。 

この時間、何か僕がまとめることになるんですけど、まあ、そんなにま

とまるわけはないと思うんですね。感想かたがた、お話をさせていただく

と、恐らく１地区の方はお気づきになってると思うんですけど、良さと課

題が表裏一体になってる場面って、結構ありますね。小さなコミュニティ

で人間関係が密にとれるよというのと、どうしても多様性が確保できない
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というようなこととか、先生との距離が近いんだけど、大人数でやること

がやりにくいとかですね。今回、この先、小学校統合を検討していく中の

ポイントの一つにこれはなると思っています。 

それはどういうことかというと、どういう結論を出すにしても、全方向

的に全員が満足する学校の形というのは、なかなか、想像する、しないだ

けの次元では達成できないという話ですね。では、今日のグループワーク

を何のためにやったかというと、どっちの結論になったとしても、小さい

学校を残すという結論になったときに、どういうことが必要かなという話

ですし、学校統合するよというふうになったときに、じゃあ、何を大事に

していこうかと。ほぼ全てのグループから、地域とのつながりであったり

とか、地域と協力してということだったと思うんですが、小学校を統合し

て、地域とのつながりというのが、相変わらず統合後の学校の半径何キロ

以内の地域住民と学校の関係しか持ち得ないという地域レベルだったら、

これは、学校がなくなってしまった地域にとっては、その地域と学校のつ

ながりが根こそぎなくなるということを意味するので、これは恐らく望ま

れていないんだろうというようなことが今日のやりとりで分かるんですね。 

施設的にどういう結論を出すかというのは、まだこの先の話ですが、ど

の結論を出したとしても、運用上の工夫とかが必要な部分というのは必ず

出てくるということですね。大きな統合をして、大きな規模になったとし

ても、地域とのつながりは絶対に忘れてはいけないんだという話でしょう

し、小規模の学校を残すとすれば、多様性、学びの機会というのをどう確

保していきましょうかというのがすごく大事になってきます。 

この先、どういうところに落としどころ、結論を見出していくかという

ときに、そのうち、どっちが大事かとか工夫なくできるのはどっちかとい

うところがポイントになってくるわけですね。今日お話しいただいたのは、

もう一度繰り返しますけど、今日お話しいただいたことは全部大事で、ど

の結論を持ったとしても、その結論に合わせて、こういう点について工夫

を必ずしていかなければいけませんよということを今、出し合っていると

いうことですね。 

なので、今日、どういうやりとりをされたかというのは、ぜひ心にとど

め置いていただけるといいなというふうに思っています。 

もう少し申し上げると、最初に市教委からの御説明の中にもあったみた

いに、技術的な進歩もあって、小さな学校を残していないとできないこと

とか、統合しないとできないことというのは、昔ほど多くなくなってるん

ですよね。例えば、交通手段がすごく大したことなくて、情報通信技術が

大したことなかったら、それは、クラスサイズを大きくするとか、学校の

規模を大きくする以外に、いろんな人とつながって学ぶという手段ができ

なかったはずなんですけど、今、教室から海外につないで英語をやってる

って話が出てましたよね。技術でカバーできるというところがある。 

それから、大人数の活動がしにくいとなったときに、この地域ではない

ですけど、冬の交通が途絶しちゃって、全然やりとりができませんという

ことはないので、何とかすることもできる。それから、大きな規模になる

ことで、地域との連携が難しくなるんじゃないかという御心配があるかも

しれませんけど、それは、統合後の学校で地域連携も、どういう地域割り

でやりましょうかと、コミュニティ・スクールみたいなものをどういうき

め細かさで運用していきましょうかということで、実は確保できる。コミ

ュニティ・スクールの仕組みとか、例えば取っていなかったときで言えば、

物理的に近い地域の人とのやりとりしかなかなかできなかったかもしれな

いですけど、そういうことをしない運用の仕方というのもできるようにな

ってくると。 

言いたいことは何かというと、どっちに転んでも、工夫の余地というの
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はいっぱいあるよというのが今の状況です。だからこそ、今日のやりとり

で何を大事にしたいのかですね。学校を統合する、しないの形に合わせて、

じゃあ、運用上何を工夫していくことが求められますという話をその次の

段階ではしていかなきゃいけなくなって、その辺が基本的な意見交換の中

でとか、皆さんの胸の内をそれぞれ見るような形になったのかなというふ

うに思っています。 

そういうことで、今日、このやりとりですね、事務局で今日のそれぞれ

の意見の記録をとっていただいていると思うので、それぞれの御発表の中

で語り尽くせなかった部分も含めて、しっかり引き取っていきながら、望

ましい次の形について、さらに検討を進めていくということになろうかな

というふうに思います。 

ということを聞きながら思ったところでしたが、いかがでしょう。何か

言い忘れたこととか、言っておきたいということがあれば、ぜひ頂ければ

なと思います。 

ぜひ、こういう機会が各校区で実施されることってなかなか難しいんで

すけど、言葉にするのがすごく大事なんですね。今日、附せんにいっぱい

書いていただきましたけど、多分、中盤、後半になって、書き慣れてくる

と、より言葉が出てくるようになるとか、最初のうちは、うちの校区なん

てとか、うちの地域なんて普通だよと、特に特色ないですとかですね、こ

れが中学生、高校生ぐらいに地域を振り返らせると、何もないっていう言

い方になったりするわけですけど、ちゃんと言葉にさせてみると、何もな

いっていうことは絶対にないんですね。うちの地域なんか何もないよって

いうような中学生、高校生に、自分たちの地域のことをちゃんと分かって

もらいましょうというときには、こういうふうに書かせるというのが非常

に大事で、今、書くというのを通じて、それから、今、御意見を交換して

いただいたのを通じて、またお気づきになったりとか、大事にしなきゃい

けないのはこういうところだなというのを持っていただけたらいいなと思

います。次回以降、こういう一定のやりとりというのを踏まえて、次の形

に向けての意見交換というのがまた進められればなというふうに考えてお

ります。 

すみません、五つのグループの話を大局でまとめるというのは、さすが

にちょっとこの時間だと無理だったので、感想を語ることで、こうやって

お時間をとっていただいた意味みたいなものの説明とさせていただきまし

た。ぜひ、引き続きの会議の話合いに御協力いただければというふうに思

っております。 

では、今日の進めたかったことについては以上ということになりますの

で、また後ほど、事務局にお戻しする形でよろしいでしょうか。お願いし

ます。 

 

（足立教育総務課長）    ありがとうございました。またグループワークのほうでも積極的に皆さ

ん方に御発言いただきまして、たくさんの意見が出ましたので、次回につ

ながるというふうに思っております。 

 

次第           ８ 次回委員会の日程について 

 

（足立教育総務課長）    次第のほうでは、次回委員会の日程ということで書かせていただいてお

ります。事務局としては、次回、１０月１６日金曜日、午後７時３０分か

らこの会場で開催したいというふうに考えております。委員さんの御都合、

お伺いしたいというふうに思いますが、いかがでしょう。 

そしたら、次回、先ほど言いました１０月１６日金曜日でお世話になり

ます。先ほど川上委員長さんからおっしゃっていただいたように、今日の
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ワークショップの中で出てきたところ、特に何を大事にしたいのかとか、

望ましい形についての議論、検討というところで、まず議題のほうは整理

をさせていただきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 

次第           ９ 閉会 

 

（足立教育総務課長）    それでは、最後に閉会ということで、副委員長様から閉会の御挨拶をよ

ろしくお願いいたします。 

 

（副委員長）        皆さん、本日は大変お忙しい中、お疲れのところ、第２回小学校統合検

討委員会に御出席していただき、ありがとうございました。本日の検討委

員会におきましては、グループ別テーマに沿ったディスカッションをし、

実りの多い発表になったと思います。小学校の統合検討を今後考えていく

上で大変有意義なグループワークになったと感じました。 

以上をもちまして、本日の次第につきましては全て終わりましたので、

閉会とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。 


